
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
文
章
表
現

|
|
指
導
と
実
践
の
報
告
ー
ー

北

原

泰

安R

は
じ
め
に

近
年
、
大
学
・
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
、
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
導
入
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
。

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
社
会
構
造
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
な
か
、
終
身
雇
用
や
新
卒
一
括
採
用
と
い
っ
た
慣
行
的
な
雇
用
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環
境
が
見
直
さ
れ
、

そ
の
一
方
で
非
正
規
雇
用
者
が
増
加
し
て
、
若
年
層
の
フ
リ

l
タ
l
や
ニ

l
ト
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
総
務
省
統
計
局
の

「
労
働
力
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
十
九
歳
か
ら
三
十
四
歳
ま
で
の
年
代
に
お
け
る
フ
リ
1
タ
l
数
は
1

7
0
万
人
、
若
年
無
業
者
は
6
0
万
人
以
上
と
い
う
デ
ー
タ

l
(平
成
お
年
)
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

と
り
わ
け
若
者
の
職
業
・
就
業
意

識
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

」
う
し
た
現
状
の
中
、
文
部
科
学
省
は
、
平
成
同
年
四
月
改
正
の

「
教
育
基
本
法
」
に
お
い
て
、
教
育
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
職
業
及

び
生
活
と
の
関
連
を
重
視
し
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
態
度
を
養
う
こ
と
」
を
掲
げ
、
社
会
的
に
自
立
す
る
た
め
の
職
業
意
識
の
向
上
を
目
標

と
し
た
。
こ
の
方
針
を
ふ
ま
え
て
、
平
成
初
年
7
月
閣
議
決
定
の

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
で
は
、
「
今
後
1
0
年
間
を
通
じ
て
目
指
す
べ



き
教
育
の
姿
」
と
し
て
、
以
下
の
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

① 

義
務
教
育
修
了
ま
で
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
、
自
立
し
て
社
会
で
生
き
て
い
く
基
礎
を
育
て
る

② 

社
会
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
を
育
て
る
。

こ
の
理
念
の
も
と
、
今
後
五
年
間
、

「
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
」

の
一
つ
と
し
て

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
推
進

と
生
涯
を
通
じ
た
学
び
直
し
の
機
会
の
提
供
の
推
進
」

の
項
目
を
設
定
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
の
た
め
に
、
学
校
と
地
域
社
会
と
の

連
携
や
職
場
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

ま
た
、
大
学
・
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
、
高
等
教
育
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機
関
に
お
け
る
実
践
的
な
職
業
教
育
を
促
し
、
専
門
的
職
業
人
や
実
践
的
・
創
造
的
技
術
者
の
養
成
を
推
進
す
る
方
向
性
を
示
し
た
。
ま

た
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
地
域
活
動
へ
の
参
画
の
た
め
に
、
高
等
教
育
機
関
で
の
社
会
人
の
生
涯
教
育
の
環
境
整
備
の
必
要
性
を
挙

げ
て
い
る
。

大
学
全
入
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
大
学
・
短
期
大
学
で
は
、
高
い
教
養
と
専
門
性
を
習
得
す
る
本
来
の
教
育
過
程
に
加
え
、

い
わ
ゆ

る

(
出
口
〉

と
な
る
就
職
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

人
文
科
学
系
の
学
校
で
は
、

国
文
科
・
英
文
科
な
ど
の
専
門
性
を
打
ち
出
し
た
学
科
名
称
か
ら
、
資
格
や
キ
ャ
リ
ア
を
重
視
し
た
実
務
的
・
実
践
的
な
名
称
に
変
更
さ

れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
大
学
・
短
期
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
そ
の
も
の
の
機
能
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
と
い
え
る
。

た
と
え
ば
、

不

況
に
強
い
実
務
性
の
高
い
資
格
取
得
を
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
置
し
た
り
、
社
会
・
企
業
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
実
務
的
能
力
を
伸



ば
そ
う
と
し
た
り
、

ま
た
学
生
個
々
の
性
質
を
自
己
分
析
さ
せ
て
キ
ャ
リ
ア
適
性
を
見
極
め
さ
せ
た
り
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
基
盤
と

し
た
教
育
内
容
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
学
・
短
期
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入
の
流
れ
は
、
近
年
の
社
会
不
況
の
現
状
と
相
ま
っ
て
、
専
門
性
・
教

養
性
を
習
得
す
る
教
育
過
程
そ
の
も
の
を
変
容
さ
せ
、
高
度
な
専
門
性
を
旗
印
に
し
た
大
学
機
関
で
さ
え
も
授
業
に
お
け
る
指
導
内
容
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
方
法
を
導
入
す
る
傾
向
に
あ
る
。

一
方
で
そ
れ
は

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
」

の
名
を
借
り
た

「
就
活
テ
ク
ニ

ツ
ク
」

の
伝
授
に
留
ま
る
可
能
性
や
、

「
就
活
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
」
し
た
学
生
を
多
く
生
み
出
す
危
険
性
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
若

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
日
本
語
読
解
能
力
・
文
章
表
現
力
の
低
下
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
昨
今
の
状
況
下
で
は
、

「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

例
え
ば
、

日
本
語
表
現
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
要
請
す
る
教
養
課
程
の
授
業
で
は
、

正
確
で
的
確
な
表
現
力
・
理
解
力
・
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整
理
力
な
ど
を
修
養
す
る
こ
と
で
、
就
職
活
動
で
必
須
と
な
る

(
履
歴
書
〉

〈
エ
ン
ト
リ
ー
シ

l
ト
)

〈
作
文
〉

〈
面
接
・
討
論
〉
な
ど
に
直

結
す
る
表
現
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
従
来
の
大
学
で
の
専
門
教
育
に
お
け
る

「
読
み
・
聴
く
」
中
心
の
授
業
ス
タ
イ

jレ
も

「
話
す
・
書
く
」
を
中
心
と
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

の
実
践
的
方
法
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
て
い
け
ば
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
資
料
・
文
献
整
理
能
力
な
ど
が
自
然
と
身
に
つ
き
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
実
践
的
キ
ャ
リ
ア
の
養
成
に
も
効
果
的
で
あ
る
。

さ

ら
に
、
職
業
体
験
や
地
域
の
企
業
と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
な
ど
の
経
験
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
込
む
こ
と
で
、

そ
の
経
験
と
授
業
内

容
と
を
有
機
的
に
関
連
合
つ
け
て
、
進
路
へ
の
関
心
・
意
欲
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
も
で
き
よ
う
。

文
部
科
学
省
は
、
平
成
同
年
日
月
の
協
力
者
会
議
に
お
い
て
、

「
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
手
引
き
」

の
中



で

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

で
身
に
つ
け
る
べ
き
力
と
し
て
以
下
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

)
 

唱
E
A(
 
人
間
関
係
形
成
能
力
(
自
他
の
理
解
能
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
)

(2) 

情
報
活
用
能
力
(
情
報
収
集
・
探
索
能
力
と
職
業
理
解
能
力
)

(3) 

将
来
設
計
能
力
(
役
割
把
握
・
認
識
能
力
と
計
画
実
行
能
力
)

(4) 

意
思
決
定
能
力
(
選
択
能
力
と
課
題
決
定
能
力
)

急
激
に
変
化
す
る
情
報
社
会
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
意
思
と
責
任
で
職
業
・
進
路
を
決
定
し
、
社
会
に
お
け
る

「
生
き
る
カ
」

を
育
成

170 

し
て
い
く
こ
と
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
推
進
の
意
義
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
ど
の
よ
う
に
養
成
し

て
い
く
の
か
、

そ
の
具
体
的
方
法
が
今
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
学
・
短
期
大
、
学
の
授
業
に
お
い
て
、

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方

法
が
有
効
な
の
か
を
考
察
し
、
論
者
の
担
当
す
る

「
日
本
語
文
章
能
力
」
指
導
の
実
践
的
方
法
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
方
法

「
日
本
語
文
章
能
力
」
指
導
の
実
践
と
し
て
、
論
者
の
勤
務
校
で
あ
る
信
州
豊
南
短
期
大
学
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
の
取



り
組
み
を
紹
介
す
る

(
平
成
刊
の
年
度
現
在
)
。
本
学
科
で
は
、

そ
の
教
育
目
標
に
社
会
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
に
必
要
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
根
幹
に
据
え
、
次
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

1 

乙
と
ば
や
情
報
に
よ
る
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
人
材
の
育
成

2 

適
切
な
判
断
力
を
も
っ
自
立
し
た
人
間
の
育
成

3 

資
格
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

」
の
目
標
の
も
と
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
養
成
の
た
め
に
必
要
な

〈
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

と

(
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構

成
さ
れ
て
い
る
。

〈
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

で
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

「
日
本
語
・
英
語
の
運
用
能
力
」

「
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
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た
情
報
活
用
能
力
」
な
ど
、
社
会
人
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
必
須
な
能
力
を
養
成
す
る
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

〈
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

で
は
、

司
書
・
文
学
・
心
理
・
英
語
と
い
っ
た
専
門
領
域
の
科
目
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
実
践
的
技
能
で
あ
る

「
資
格
取

得
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
科
目
を
開
講
し
て
い
る
。

資
格
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定
2
・
3
級
、
秘
書
検
定
2
級、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
2
・
3

級
、
医
療
事
務
技
能
2
級、

I
T
パ
ス
ポ
ー
ト
、
簿
記
3
級
、
色
彩
能
力
検
定
3
級
な
ど
の
資
格
取
得
を
目
指
し
た
講
座
が
あ
り
、
社
会

で
の
実
践
的
な
場
で
活
用
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

の
中
に
は
、

「
自
分
を
知
る
」

「
企
業
と
社
会
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
」
な
ど
の
科
目
が
あ
り
、
自
己
分
析
や
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能



力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

l
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
な
ど
の
実
践
的
授
業
を
通
し
、
社
会
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
適
性
を
見
極
め
て
目
的
意
識
を
明
確

に
し
、

そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
自
己
表
現
の
方
法
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
個
々
の
コ
ミ

ユ
ニ
ケ
l
シ
ヨ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
、
進
路
決
定
に
至
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
各
自
が
構
想
し
て
社
会
的
自
立
を
促
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
当
然
な
が
ら
基
礎
的
な
学
力
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

言
葉
を
正
し
く
理
解
し
、
的
確
に
表
現
で
き
る

「
日
本
語
表
現
能
力
」

の
向
上
が
必
須
と
な

る
。
そ
こ
で
、
本
学
科
で
は
国
語
・
英
語
の
基
礎
的
学
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
平
成
凶
年
度
か
ら
レ
ベ
ル
段
階
別
の
授
業
ス
タ

イ
ル
を
導
入
し
、
個
々
の
学
習
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、

「
日
本
語
表
現
I
・
E
」

(
I
は
前
期

E
は
後
期
科
目
)

を
一
年
生
の
必
修
科
目
と
し
て
学
生
の
能
力
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
分
け
を
行
い
、
文
章
指
導
を
中
心
と
し
た
少
人
数
ク
ラ
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ス
で
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

授
業
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
入
学
後
、
新
入
生
全
員
に

「
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
」

を
受
験
し
て
も
ら
い
、
各
自
の
日
本
語
基
礎
学
力
を
測
定
す
る
。
内

容
は
、
漢
字
熟
語
の
読
み
書
き
と
意
味
を
問
う
設
問
、
こ
と
わ
ざ
・
四
字
熟
語
・
敬
語
な
ど
言
葉
の
運
用
の
問
題
、

4
0
0
字
程
度
の
意

見
文
の
論
述
問
題
な
ど
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
各
自
の
レ
ベ
ル
を
判
定
し
て
ク
ラ
ス
分
け
を
行
う
。

そ
し
て
、
授

業
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
全
体
を
1
1
5
ま
で
の
レ
ベ
ル
別
に
振
り
分
け
て
三
名
の
教
員
で
こ
れ
を
担
当
し
、
学
生
個
々
の
能
力
に
応
じ
た

指
導
を
行
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。



ま
た
各
レ
ベ
ル
の
授
業
と
並
行
し
て

レ
ベ
ル
別
の

「
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

(
S
C
T
)
」
を
用
意
し
、
分
野
ご
と
に
選
定
さ
れ
た
教
材

を
学
生
個
々
が
自
主
学
習
し
た
う
え
で
担
当
教
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
仲
ば
す
べ
き
能
力
を
把
握
さ
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
授

業
や
セ
ル
フ
テ
ス
ト
の
成
果
と
し
て
、
該
当
レ
ベ
ル
で
の
十
分
な
学
力
に
自
信
が
持
て
た
際
に
、

「
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

(
L
C
T
)
」
(
年

間
5
回
程
度
実
施
)
を
受
験
し
、

8
割
以
上
の
合
格
点
が
取
れ
れ
ば
上
位
レ
ベ
ル
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
段
階
で
は
、
ま
た
新
た
な
学

習
目
標
を
設
定
し
て
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
向
け
て
段
階
的
に
自
分
の
能
力
を
伸
ば
し
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
別
授
業
は
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
基
準
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
基
準
は
、

日
本
語
表
現
の
講
座
開
講
時
に
、

レ
ベ

ル
別
授
業
の
発
案
者
で
あ
る
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
上
田
渡
氏
が
設
定
し
た
も
の
を
ふ
ま
え
て
、
適
宜
修
正
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
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達
成
目
標
と
対
象
者

レ
ベ
ル
O

日
常
生
活
に
必
要
と
な
る
基
本
的
な
日
本
語
力
の
習
得

漢
字
・
文
法
・
言
葉
の
運
用
な
ど
の
基
礎
力
の
養
成

対
象
者

留
学
生
(
在
籍
時
の
み
)

レ
ベ
ル
1

自
分
の
考
え
を
2
0
0
字
程
度
で
的
確
に
表
現
で
き
る
力



レ
ベ
ル
2

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
4

レ
ベ
ル
5

対
象
者

言
葉
の
意
味
や
運
用
・
待
遇
表
現
な
ど
の
基
礎
的
な
日
本
語
力
・
原
稿
用
紙
の
使
い
方

以
下

漢
字
検
定
3
級
以
下
・
日
本
語
検
定
3
級

事
実
文
と
意
見
文
を

4
0
0
字
程
度
で
適
切
に
書
き
分
け
ら
れ
る
力

対
象
者

文
体
・
主
語
と
述
語
の
対
応
・
読
点
の
打
ち
方
な
ど
、
主
題
文
を
ま
と
め
る
力
。

程
度

漢
字
検
定
3
級
・
日
本
語
検
定
3
級

論
理
的
な
構
成
で
文
章
を

4
0
0
1
6
0
0字
程
度
で
論
述
す
る
力
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対
象
者

ブ
レ
ー
ン
ス
ト

l
ミ
ン
グ
の
方
法
・
指
示
語
・
接
続
語
の
使
い
方

程
度

漢
字
検
定
準
2
級、

日
本
語
検
定
3
級

段
落
の
内
容
を
書
き
分
け
て
論
理
的
な
構
成
で

6
0
0
字
程
度
の
意
見
文
を
論
述
す
る
力

対
象
者

パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
・
主
題
の
設
定
・
段
落
内
容
の
分
析
考
察

程
度

漢
字
検
定
準
2
級
・

2
級、

日
本
語
検
定
準
2
級
・

2
級

与
え
ら
れ
た
テ

l
マ
や
課
題
を
要
約
し
て
、

8
0
0
字
程
度
の
意
見
文
を
論
述
す
る
力



悪
文
の
訂
正
・
グ
ラ
フ
や
デ

l
タ
の
読
み
取
り
・
文
章
要
約
の
方
法

対
象
者

漢
字
検
定
2
級
・
準
1
級、

日
本
語
検
定
2
級

程
度

レ
ベ
ル

6
以
上

デ
ー
タ
や
新
聞
コ
ラ
ム
・
評
論
文
を
読
ん
で
そ
れ
を
正
確
に
理
解
し
、

自
ら
問
題
設
定
し
た
テ

l
マ
を
も
と
に
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る
力

独
自
性
の
あ
る
発
想
方
法
・
比
喰
表
現
の
応
用
・
推
蔽
の
方
法

対
象
者

漢
字
検
定
2
級
・
準
1
級、

日
本
語
検
定
1
級

以
上

こ
れ
ら
の
達
成
目
標
を
基
本
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
別
授
業
で
は
文
章
作
成
と
教
員
に
よ
る
添
削
指
導
を
中
心
に
据
え
て
、
キ
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ャ
リ
ア
教
育
の
基
礎
と
な
る
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
学
生
の
習
熟
度
の
成
果

と
し
て
、
年
間
4
1
5
回
の
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

(
L
C
T
)
を
実
施
し
、
自
主
学
習
用
と
し
て
用
意
し
た
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス

ト

(
S
C
T
)
の
中
か
ら

8
割
程
度
の
問
題
を
出
題
範
囲
と
し
て
、

2
0
0
点
満
点
中
、

1
6
0
点
以
上
を

A
合
格
、

1
5
0
点
1
1
5

9
点
を

B
合
格
、

1
4
0
1
1
4
9
点
を

C
合
格
と
定
め
て
い
る
。

A
合
格
は
そ
の
ま
ま
次
の
レ
ベ
ル
に
進
み
、

B
合
格
の
場
合
は

B
合

格
以
上
を
2
回
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

C
合
格
で
は
C
合
格
以
上
を

3
回
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
条
件
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
前
期
試

験
で
は
レ
ベ
ル

3
程
度
・
後
期
試
験
で
は
レ
ベ
ル
4
程
度
の
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
各
レ
ベ
ル
該
当
者
に
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会

を
与
え
て
い
る
。



て
み
た
い
。

そ
乙
で
、
学
生
個
々
の
達
成
度
を
示
す
デ
l
タ
と
し
て
、

以
下
に
過
去
3
年
間
の
レ
ベ
ル
別
授
業
受
講
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
率
を
示
し

平
成
引
年
度

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル
総
人
数
推
移

L
7
 

L 
6 

L 
5 

L 
4 

L 
3 

L 
2 

L L 
O 

受
講
者
7
2
人

人
数

ス
タ
ー
ト

3 
人

1
4
人

2
0
人

2
4
人

1
1
人
0 
人

L
C
T
①
 

人

1
3
人

1
0
人

2
7
人

1
3
人

8 
人

L
C
T
②
 

0 
人
3 
人

1
3
人

1
1
人

2
9
人

8 
人
8 
人

L
C
T
@
 

。
入

1
1
人

8 
人

1
6
人

2
6
人
7 
人

4 
人

L
C
T
④
(
数
字
は
回
数
)

2 
人

1
4
人

8 
人

1
6
人

2
7
人

3 
人

2 
人

176 



レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

段
階
数

ア 全 L L L L L 
ツ レ 1 2 3 4 5 

率プ ベ ( ( 戸、 ( ( 

Jレ 1 2 2 1 3 

計累
1 4 。4 人
人 人 人 人

2 2 2 2 2 2 

段階 段階 段階 段階 段階 段階

( 

5 3 1 1 
2 8 6 5 。3 2 
% 人 人 人 人 人 人
) 

1 1 l 1 1 

段階 段階 段階 段階 段階 段階

( 

4 3 1 1 
7 5 4 9 。1 1 
% 人 人 人 人 人 人
) 

。。。。。。
段階 段階 段階 段階 段階 段階

( 

1 。。。。
% 人 人 人 人 人 人
) 
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平
成
辺
年
度

受
講
者
6
9
人

レ
ベ
ル

人
数

L
C
T
①
 

L
C
T
@
 

L
C
T
④
(
数
字
は
回
数
)

L
C
T
②
 

ス
タ
ー
ト

レ
ベ
ル
総
人
数
推
移

0 
人

3 
人

3 
人

L 
7 

3 
人

4 
人

7 
人

1
4
人

L 
6 



ア 全 L L L L L 
ツ レ 1 2 3 4 5 
率プ べ ( ( ( ( ( 

Jレ 8 2 1 1 4 
累 人 l 9 7 人
言十 人 人 人

2 2 2 2 2 2 

段階 段階 段階 段階 段階 段階

( 

4 3 
7 3 4 7 4 5 3 
% 人 人 人 人 人 人
) 

1 1 1 1 
t~ 段階 段階 段階 段階 段階階

，園、
4 3 l 
3 。4 4 9 2 1 
% 人 人 人 人 人 人
) 

。。。。。。
段階 段階 段階 段階 段階 段階

f、

。6 。。6 。。
% 人 人 人 人 人 人
) 

178 

1
4
人

8
人

2
9
人

1
1
人

3
人

6
人

7
人

3
1
人

1
3
人

2
人

5
人

1
2
人

2
8
人

6
人

1
人



平
成
お
年
度

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル
総
人
数
推
移

L 
7 

L 
6 

L 
5 

L 
4 

L 
3 

L 
2 

L 
1 

L 
O 

受
講
者
6
2
人

人
数

ス
タ
ー
ト

9 
人

1
5
人

1
5
人

1
4
人

4 
人

5 
人

L
C
T
①
 

8 
人

5 
人

1
2
人

2
6
人

3 
人

8 
人
0 
人

L
C
T
②
 

0 
人

8 
人

1
3
人

1
0
人

2
1
人

4 
人
6 
人
0 
人

L
C
T
③
 

人
8 
人

1
5
人

1
4
人

1
6
人

4 
人

4 
人
0 
人

L
C
T
④
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5 
人

1
4
人

9 
人

1
2
人

1
5
人

5 
人

2 
人

0 
人



レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

段
階
数

ア 全 L L L L L L 
1ツ レ 。1 2 3 4 5 
率プ
，、

( ( ( ( ( ( 

jレ 5 4 1 l 1 9 
累計 人 人 4 5 5 人

人 人 人

2 2 2 2 2 2 2 

段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階

( 

7 4 1 1 
6 7 3 1 2 3 2 6 
% 人 人 人 人 人 人 人、・J

1 1 1 1 l 1 
F量 段階 段階 段階 段階 段階 段階階

( 

2 
3 4 2 2 2 2 3 3 
% 人 人 人 人 人 人 人、_，

。。。。。。。
段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階

r、 。1 。。。。
% 人 人 人 人 人 人 人
) 
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」
の
デ

l
タ
を
も
と
に
各
レ
ベ
ル
の
達
成
度
を
考
察
し
て
み
た
い
。

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
率
で
は
、
平
成
幻
年
度
は
全
レ
ベ
ル
累
計
と
し
て
、

2
段
階
ア
ッ
プ
が

3
8
人
で
ア
ッ
プ
率
5
2
%
、
-
段
階
ア
ッ
プ

が
3
5
人
で

4
7
%
、
0
段
階
が

1
人
で

1

%
で
あ
っ
た
。
平
成
辺
年
度
は

2
段
階
ア
ッ
プ
が

3
3
人
で
ア
ッ
プ
率
4
7
%
、
-
段
階
ア

ツ
プ
が

3
0
人
で
ア
ッ
プ
率
4
3
%
、

O
段
階
は

6
人
で

1
0
%
で
あ
っ
た
。
平
成
お
年
度
は
、

2
段
階
ア
ッ
プ
が

4
7
人
で
ア
ッ
プ
率

7
6
%
、

-
段
階
ア
ッ
プ
が

1
4
人
で
ア
ッ
プ
率
2
3
%
、

O
段
階
は

1
人
で

1

%
で
あ
っ
た
。

(
い
ず
れ
の
デ
ー
タ
に
も
、
留
学
・
休

学
・
退
学
者
の
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
)



段
階
ア
ッ
プ
者
と
合
算
す
れ
ば
、

2
段
階
ア
ッ
プ
を
達
成
目
標
と
す
れ
ば
、

2
年
間
と
も
に
約
9
割
が
自
分
の
レ
ベ
ル
か
ら
ア
ッ
プ
し
て
い
る
結
果
と
な
る
。

辺
年
度
は
全
体
の

5
割
弱
と
や
や
低
い
数
字
、
だ
が
、

幻
年
度
は
7
割
が
達
成
し
て
お
り
、

レ
ベ
ル

累
計
人
数

3
年
間
の
レ
ベ
ル
ご
と
の
ア
ッ
プ
率
を
ま
と
め
て
み
た
。

2
段
階
ア
ッ
プ
率

次L 
5 

1
6
人

L 
4 

4
6
人

L 
3 

5
4
人

L 
2 

5
9
人

L 
1 

2
3
人

L 
O 

5 
人

乙
の
統
計
デ

l
タ
に
よ
れ
ば
、

2
段
階

-
段
階

ル
2
1
0
に
な
る
と
さ
ら
に

4
割
以
下
に
ま
で
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、
こ
こ
に
レ
ベ
ル
別
授
業
で
の

O
段
階

1
1
人

5 
人

0 
人

6
9
%
 

4
0
人

6 
人

0 
人

8
7
%
 

2
7
人

2
1
人

6 
人

5
0
%
 

2
4
人

3
5
人

0 
人

4
0
%
 

1
1
人

1
0
人

人

4
8
%
 

3 
人

2 
人

0 
人

4
4
2
%
 

レ
ベ
ル
4

・
5
の
2
段
階
ア
ッ
プ
率
が
高
く
、

レ
ベ
ル

3
で
は
そ
れ
が
5
割
程
度
ま
で
下
が
り
、

学
生
の
取
り
組
む
姿
勢
を
考
慮
し
つ
つ
、
各
レ
ベ
ル
在
籍
者
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

1 
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レ
ベ



① 

レ
ベ
ル
上
位
者
の
方
が
下
位
者
に
比
べ
て
相
対
的
に
学
習
意
欲
・
学
習
適
応
能
力
が
高
く
、

8
0
0
字
程
度
の
小
論
文
の
論
述
方

法
を
確
実
に
身
に
つ
け
ら
れ
、
よ
り
実
践
的
で
発
展
的
な
日
本
語
表
現
に
応
用
で
き
る
力
が
養
わ
れ
て
い
る
。

② 

一
方
、

レ
ベ
ル
下
位
者
で
は

4
0
0
1
6
0
0
字
程
度
の
基
礎
的
な
論
述
文
の
書
き
方
が
身
に
つ
い
て
お
ら
ず
、

-
回
の
試
験

(
L
C
T
)
 で
は
突
破
で
き
ず
に
、

2
1
3
回
目
の
レ
ベ
ル
テ
ス
ト
で

1
段
階
ア
ッ
プ
す
る
も
の
が
多
い
。
結
果
と
し
て

4
回
の
テ

ス
ト
で

2
段
階
ア
ッ
プ
す
る
だ
け
の
実
力
が
伴
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

③ 

最
終
的
に
、

4
回
目
の

L
C
T
終
了
時
に
は
レ
ベ
ル
中
位
の

L
3
・
4
の
在
籍
人
数
が
多
数
と
な
り
、
実
臨
・
応
用
的
な
日
本
語

表
現
を
身
に
つ
け
る
段
階
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
者
が
半
数
近
く
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
生
に
対
し
て
は
、

2
年
次
開
講
の

「
日
本

語
表
現
E
」
に
お
け
る
指
導
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。
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2 

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
日
本
語
表
現
の
方
法

本
学
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
お
け
る

「
日
本
語
表
現
」

の
授
業
で
は
、
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
正
確
で
的
確
な
表
現

力
・
理
解
力
な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
文
章
表
現
指
導
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
培
わ
れ
た
文
章
表
現
能
力
を
、
就
職
活
動
で
必
須

と
な
る

「
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ

l
ト」

の
書
き
方
や
、

「
小
論
文
・
作
文
試
験
」

「
面
接
試
験
」
な
ど
の
指
導
に
直
結
さ
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
回
は
就
職
試
験
で
必
須
と
な
る

「
小
論
文
・
作
文
」

と
い
っ
た
文
章
表
現
能
力
の
指
導
の
実
践
例
を
示
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
お
け
る
文
章
表
現
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



小
論
文
試
験
で
は
、
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
!
ト
な
ど
の
書
類
で
は
伝
わ
り
に
く
い
学
生
個
々
の
考
え
方
や
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
具

体
的
な
経
験
な
ど
を
、

正
確
で
客
観
的
な
文
章
表
現
に
よ
っ
て
読
み
手
(
試
験
官
)

に
適
切
に
伝
え
る
と
い
う
、
総
合
的
な
言
語
コ
ミ
ユ

ニ
ケ

l
シ
ヨ
ン
能
力
が
試
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、

ま
ず
、

以
下
に
就
職
小
論
文
を
書
く
た
め
に
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
ま

と
め
て
み
た
い

(1) 

就
職
作
文
・
小
論
文
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
書
く
の
か

就
職
小
論
文
に
は
、
通
常
、
与
え
ら
れ
た
テ
l
マ
に
応
じ
て
、

「
小
論
文
」
と

「
作
文
」

の
二
つ
の
文
章
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。

「
作
文
」

形
式
の
場
合
、
与
え
ら
れ
た
テ
l
マ
を
通
し
て
、
自
分
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
表
現
し
、

「
自
分
の
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個
性
」
を
読
み
手
に
的
確
に
伝
え
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。
具
体
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、

「
自
分
の
性
格
」
「
学
生
時
代
の
経
験
」

「
私
の

宝
物
」
「
私
の
信
念
(
モ
ッ
ト
ー
)
」
な
ど
、
学
生
個
々
の
経
験
に
基
い
た
考
え
方
や
意
見
を
述
べ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
作
文
」

は
、
主
観
的
な
考
え
方
や
も
の
の
捉
え
方
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
体
験
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
自
己
を
P
R
す
る
文
章
だ
と
い
え
る
。

一
方
、

「
小
論
文
」
形
式
で
は
、
資
料
や
デ
l
夕
、
ま
た
は
論
題
が
一
不
さ
れ
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
情
報
・
知
識
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
分

の
意
見
・
判
断
を
論
理
的
に
述
べ
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。
例
え
ば
、
論
説
文
や
新
聞
な
ど
の
内
容
を
要
約
し
て
自
分
の
意
見
を
自
由
に

述
べ
た
り
、
時
事
的
な
話
題
に
対
し
て
問
題
を
設
定
し
、
自
論
の
根
拠
・
理
由
を
客
観
的
に
論
じ
た
り
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。

「
作
文
」

「
小
論
文
」

の
ど
ち
ら
の
文
章
ス
タ
イ
ル
で
も
、
畢
寛
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

そ
の
人
の

「
人
間
性
(
個
性
)
」
や
「
表
現
能
力
」

で
あ
る



こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

(2) 

就
職
作
文
・
小
論
文
は
何
の
た
め
に
書
く
の
か

就
職
作
文
・
小
論
文
の
試
験
で
は
、

一
般
教
養
試
験
や
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ

l
ト
だ
け
で
把
握
で
き
な
い
、
人
柄
や
考
え
方
な
ど

の
内
面
的
な
資
質
を
見
極
め
る
の
が
目
的
と
な
る
。

よ
っ
て
、
学
生
の
社
会
的
関
心
度
や
独
創
性
、
論
理
的
な
思
考
能
力
や
判
断
力
は
も

ち
ろ
ん
、
文
章
力
・
構
成
力
と
い
っ
た
基
本
的
な
文
章
能
力
も
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
書
き
手
は
、
自
分
の
文
章
を
い
か
に
読
み
手

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
が
勝
負
と
な
る
た
め
、
文
章
表
現
上
、
最
低
限
、
次
の

3
点
を
厳
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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字
は
楢
書
で
丁
寧
に
、
大
き
く
書
く
(
マ
ス
目
を
有
効
に
使
う
)

日

濃
い
鉛
筆
を
使
い
、

は
っ
き
り
書
く
(
乱
筆
・
乱
文
に
注
意
す
る
)

日1

分
か
り
ゃ
す
い
文
章
構
成
を
こ
こ
ろ
が
け
る

(
段
落
構
成
を
意
識
す
る
)

と
う
し
た
文
章
表
現
の
基
礎
が
前
提
で
な
け
れ
ば
、
内
容
が
い
か
に
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
採
点
者
に
読
ま
れ
る
こ
と
な
く
評
価

の
対
象
外
と
な
る
。

そ
も
そ
も
文
章
表
現
と
は
言
語
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
た
め
、
読
み
手
を
意
識
し
た
文
章
構
成
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。



(3) 

就
職
作
文
・
小
論
文
の
テ
l
マ
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

こ
こ
で
は
「
作
文
」

の
テ
ー
マ
と
し
て
多
く
出
題
さ
れ
る
も
の
を
挙
げ
て
み
た
い
。

(
な
お
、
こ
の
分
類
は
、
本
校
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
の
上

島
礼
子
氏
の
作
成
し
た
資
料
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
)

自
分
自
身
に
つ
い
て
述
べ
る

長
所
・
短
所
・
趣
味
な
ど
の
自
分
の
性
格
や
性
向
を
正
確
に
把
握
し
て
、
将
来
や
人
生
に
対
す
る
展
望
が
具
体
的
に
描
け
て
い
る

か
と
い
っ
た
内
容
を
通
し
て
、

そ
の
人
の
人
柄
や
人
生
観
、
人
生
に
対
す
る
意
欲
や
価
値
観
を
見
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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〈過
去
の
出
題
例
〉
「
私
の
性
格
」
「
私
の
抱
負
」
「
私
の
夢
」

「私
の
生
き
方
」
「
私
の
将
来
」
「
私
の
宝
物
」
「
私
の
信
条
・
モ
ッ
ト
ー
」

「
私
の
大
切
な
言
葉
」
「
私
が
最
も
関
心
が
あ
る
も
の
」
「
自
己
P
R
文」

E 

学
生
時
代
に
つ
い
て
述
べ
る

学
校
生
活
に
お
け
る
学
業
・
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
課
外
活
動
・
友
人
関
係
な
ど
か
ら
、

そ
の
人
が
ど
れ
だ
け
有
意
義
な
学
生
生

活
を
送
っ
て
き
た
の
か
、

ま
た
、

目
標
に
向
け
て
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
て
き
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

通
し
て
、
集
団
生
活
の
な
か
で
の
適
応
性
、
社
会
人
と
し
て
の
資
質
な
ど
を
見
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



〈
過
去
の
出
題
例
〉

「
学
生
時
代
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
」

「
学
生
時
代
で
得
た
こ
と
」

「
私
の
学
生
生
活
」

「
学
生
時
代
に
最
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
」

「
学
生
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
」
「
ゼ
ミ
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
」

E
 
社
会
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
述
べ
る

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
志
望
す
る
職
種
に
対
す
る
展
望
を
問
う
こ
と
で
、
健
全
で
正
し
い
職
業
意
識
や
勤
労
観
を
持
っ
て
い

る
か
ど
う
か
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
。
自
己
分
析
と
企
業
分
析
が
明
確
に
で
き
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
心
構
え

を
持
っ
て
職
場
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
か
を
述
べ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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〈過
去
の
出
題
例
〉
「
社
会
人
と
し
て
の
抱
負
・
心
構
え
」
「
私
の
職
業
観
」
「
私
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
」

「
当
社
を
志
望
す
る
動
機
」

「O
O業
界
で
働
く
た
め
に
は
」

「
サ
ー
ビ
ス
業
で
必
要
な
乙
と
は
」

W 

私
に
影
響
を
与
え
た
人
物
や
出
来
事
に
つ
い
て

影
響
を
与
え
た
人
物
、
魅
力
あ
る
人
物
、
尊
敬
す
る
人
物
な
ど
の
人
物
に
つ
い
て
問
う
も
の
や
、
影
響
を
与
え
た
言
葉
や
書
物
な

ど
の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、

そ
の
人
の
人
間
観
や
感
受
性
、
物
の
見
方
や
人
間
性
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
過
去
の
出
題
例
〉

「
私
の
恩
師
」

「
私
の
親
友
」
「
尊
敬
す
る
人
物
」

「
私
に
と
っ
て
の
家
族
と
は
」



ご
冊
の
本
」
「
印
象
に
残
っ
た
映
画
」
「
心
に
残
る
言
葉
」

V 

そ
の
他
(
随
想
・
感
想
・
印
象
文
)

社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
や
事
件
・
世
相
な
ど
に
つ
い
て
の
見
方
を
尋
ね
る
こ
と
で
、

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
に
常
に
目
を
通
し
て

い
る
か
を
確
認
し
、
社
会
問
題
に
対
す
る
関
心
度
や
考
え
方
、
物
事
に
対
す
る
感
受
性
や
思
考
力
を
見
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

一
枚
の
写
真
や
絵
を
見
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
自
由
に
書
か
せ
る
タ
イ
プ
の
創
作
問
題
も
あ
る
。

(
過
去
の
出
題
例
〉

「
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
印
象
に
残
っ
た
出
来
事
」

「
現
代
の
世
相
・
社
会
状
況
に
つ
い
て
」
「
男
女
問
機
社
会
に
つ
い
て
」

「
最
近
、
気
に
な
る
人
物
は
誰
か
」

「
手
紙
文
を
書
く
」
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ま
た

「
小
論
文
」
的
な
テ
l
マ
と
し
て
は
、

国
内
外
の
政
治
・
経
済
、
社
会
と
生
活
、
労
働
と
福
祉
、
自
然
環
境
、

科
学
技
術
と
教

育
文
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
か
ら
具
体
的
に
テ

l
マ
が
絞
ら
れ
て

「
高
齢
化
社
会
」

「
携
帯
電
話
」
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」

裁

判
員
制
度
」
「
い
じ
め
問
題
」

な
ど
の
形
で
出
題
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
自
分
の
意
見
・

主
張
の
独
創
性
だ
け
で
な
く

そ
の
前
提
と
し
て

出
題
テ
l
マ
に
対
す
る
最
低
限
の
知
識
や
時
事
問
題
な
ど
の
社
会
へ
の
関
心
度
が
試
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

さ
ら
に

「
正
義
」
「
時
間
」

「
自
由
」

「
平
和
」
「
い
の
ち
」
な
ど
の
抽
象
的
テ
ー
マ
の
出
題
や
、
出
版
社
な
ど
で
見
ら
れ
る

「
三
題
話
」

(
噺
)

(
〈
例
〉
ガ
l
デ
ニ
ン
グ
・
モ
ー
タ
ー
シ
ョ

l
・
や
せ
薬
)
と
い
っ
た
、
創
作
作
文
型
の
出
題
も
あ
る
。



〈
過
去
の
出
題
例
〉
「
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
」
「
自
由
と
責
任
」

「
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
」
「
世
界
の
中
の
日
本
」

「
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
」
「
O
O町
を
活
気
づ
け
る
た
め
の
方
法
」

(4) 

就
職
作
文
・
小
論
文
試
験
の
対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
勉
強
法
が
あ
る
の
か

作
文
・
小
論
文
対
策
と
し
て
は

以
下
の

3
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

自
己
分
析
シ

l
ト
の
作
成

自
己
分
析
と
は
、
現
在
の
自
分
を
形
成
し
て
い
る
環
境
や
要
素
な
ど
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
客
観
的
に
分
析
し
て
、

P
R
ポ
イ
ン
ト
を
記
述
し
て
、
自
己
の
内
面
を
掘
り
下
げ
、
自
分
自
身
の

自
分
自
身
を
認

識
す
る
方
法
で
あ
る
。
自
分
の
長
所
・
短
所
や
信
念
、

考
え
方
の
根
本
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
自
分
の
適
性
を
見
極
め
、
志
望
す
る
職
種
に
必
要
な
適
正
と
照
合
し
つ
つ
、

進
路
を
決
定
し
て
い
く
方
法
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
。

(
項
目
例
〉
過
去
の
自
分
を
掘
り
下
げ
る

「
中
・
高
校
生
で
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
」

4一一

「
ど
ん
な
分
野
に
関
心
が
あ
っ
た
か
」

「
最
も
影
響
を
受
け
た
人
物
は
誰
か
」
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「
幼
い
こ
ろ
の
自
分
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
か
」

現
在
の
自
分
を
知
る

「
自
覚
す
る
長
所
・
短
所
」

「
学
校
生
活
で
何
を
学
ん
だ
か
(
得
意
科
目
・
専
門
分
野
)
」

4長一一一一

「
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
か
ら
得
た
も
の
」

「
サ
ー
ク
ル
活
動
・
課
外
活
動
へ
の
取
り
組
み
」

未
来
の
自
分
へ
の
展
望

「
五
年
後
・
十
年
後
の
自
分
」
「
将
来
の
夢
」

「
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
」

「
ど
の
よ
う
な
職
業
観
を
持
っ
て
い
る
か
」

11 

時
事
ニ
ュ
ー
ス
に
通
じ
る

就
職
作
文
・
小
論
文
や
面
接
・
討
論
な
ど
で
は

「
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記
事
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
述
べ
な
さ
い
」

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
時
事
問
題
に
詳
し
く
な
る
た
め
に
は
、
新
聞
・
ニ
ュ
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
は
常
に
目

を
通
す
習
慣
を
つ
け
、
関
心
の
あ
る
記
事
や
項
目
、

コ
ラ
ム
な
ど
は
必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ヤ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
新
聞
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
。
)
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と
問(キ



III 

第
三
者
に
文
章
を
添
削
し
て
も
ら
う

自
分
の
文
章
の
課
題
を
知
る
に
は
、
第
三
者
の
眼
に
よ
る
文
章
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
文
章
表
現
の
評
価
基
準
に
即
し
た
書
き
方

が
で
き
て
い
る
か
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
は
適
切
か
な
ど
基
礎
的
な
こ
と
も
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
お
お
よ
そ
次
の
点
が
評

価
基
準
と
な
る
。
例
え
ば
、
主
題
に
合
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
、
書
か
れ
た
内
容
に
統
一
性
は
あ
る
か
、
文
章
構
成
が
適
切
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
、

正
確
で
適
切
な
日
本
語
表
現
で
書
か
れ
て
い
る
か
、
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ふ
ま
え
て
お
き
た
い
。

3 

就
職
作
文
・
小
論
文
指
導
の
実
践
例

こ
こ
で
は
、
前
章
で
示
し
た
小
論
文
・
作
文
指
導
の
実
践
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
本
学
2
年
次
開
講
の

「
日
本
語
表
現
E
」
に
お
け
る

190 

小
論
文
・
作
文
演
習
で
の
添
削
例
を
提
示
し
て
、

そ
の
成
果
と
問
題
点
を
考
察
し
た
い
。

-
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、

-
年
次
に
は
「
日
本
語
表
現
I
-
E
」
の
レ
ベ
ル
別
授
業
に
お
い
て
、
意
見
文
を
中
心
と
し
た
小
論
文

(
4

o
o
-
-
2
0
0字
程
度
)

の
論
述
演
習
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
文
章
構
成
の
基
本
と
し
て
、
序
論
(
問
題
提
起
)

本

論
(
自
分
の
意
見
と
根
拠
を
示
す
)

-
結
論
(
自
論
の
ま
と
め
と
展
望
)

の
3
段
落
構
成
を
習
得
さ
せ
、
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
パ
ラ
グ
ラ

フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
書
き
方
を
徹
底
し
て
い
る
。

2
年
次
に
は
、
乙
の
論
述
ス
タ
イ
ル
を
発
展
・
応
用
さ
せ
る
形
の
論
述
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。
特
に
採
用
試
験
の
小
論
文
で
は
、
読

み
手
に
強
い
印
象
を
与
え
る
書
き
出
し
が
必
要
と
な
る
た
め
、

主
題
に
あ
っ
た
自
分
の
主
張
を
効
果
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

よ



っ
て
、
主
題
(
主
張
・
意
見
の
核
心
)

か
ら
書
き
始
め
る
な
ど
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
主
題
の
位
置
に
よ
る
構
成
方
法
と
し

て
は
、
次
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。

頭
括
式

主
題
を
提
示
し
、

そ
の
論
証
や
説
明
を
述
べ
る
。

尾
括
式

論
証
や
説
明
を
し
て
か
ら

主
題
を
導
く
。

双
括
式

主
題
を
提
示
し
、
論
証
や
説
明
を
加
え
て
、
再
び
主
題
を
提
示
す
る
。

こ
れ
ら
の
文
章
形
式
は
、
書
き
手
の
意
図
を
明
確
に
提
示
す
る
方
法
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
中
心
的
主
題
を
読
み
手
に
強
く
印
象
付
け

る
方
法
だ
と
い
え
る
。

「
双
括
式
」

は
、
主
題
を
最
初
に
提
示
し
た
上
で
、
最
後
に
そ
の
主
題
を
発
展
・
展
開
さ
せ
る
ス
タ
イ

な
か
で
も

ル
で
あ
り
、
就
職
作
文
・
小
論
文
で
は
、
最
も
効
果
的
に
書
き
手
の
意
図
を
読
み
手
に
伝
え
る
方
法
だ
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
論
述
形
式
を
ふ
ま
え
た
小
論
文
指
導
の
指
導
と
実
践
例
を
紹
介
し
た
い
。
前
章
で
掲
げ
た
作
文
出
題
傾
向
を
改
め

て
示
し
て
み
る
。

自
分
自
身
に
つ
い
て
述
べ
る

E 

学
生
時
代
に
つ
い
て
述
べ
る

E 

社
会
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
述
べ
る

W 

私
に
影
響
を
与
え
た
人
物
や
出
来
事
に
つ
い
て
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V こ
の
中
で
も
、
特
に
出
題
率
の
高
い

I
i
E
ま
で
の
テ
l
マ
を
採
り
上
げ
た
作
文
例
を
示
し
た
い
。

そ
の
他
(
随
想
・
感
想
・
印
象
文
)

テ
ー
マ
I 

自
分
自
身
に
つ
い
て
述
べ
る

「
私
の
信
念
(
モ
ッ
ト
ー
)
」
制
限
時
間
3
5
分
・
字
数
4
0
0
字

ま
ず
、
テ
l
マ
が
出
題
さ
れ
た
ら
、
書
き
手
は
文
章
の
構
想
を
練
る
こ
と
に
心
を
砕
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
文
章
構
想
は
決
し
て
頭

の
中
だ
け
で
行
わ
ず
、
構
想
メ
モ
を
書
き
連
ね
な
が
ら
文
章
の
骨
格
(
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
)

を
ま
と
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
簡
単
に
こ
の
テ
ー
マ
で
の
構
想
メ
モ
を
考
え
て
み
た
い
。

1 

ま
ず
は
「
自
分
の
信
念
・
モ
ッ
ト
ー
」
を
思
い
つ
く
ま
ま
挙
げ
て
み
る
。

発
想

他
人
の
気
持
ち
を
第

一
に
行
動
す
る

信
念
と
は
?

人
と
は
笑
顔
で
接
す
る

2 

1 3 

何
事
に
も
落
ち
着
い
て
対
処
す
る

4 

何
事
に
も
あ
き
ら
め
ず
に
や
り
抜
く

2 

最
も
自
分
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
信
念
を
決
定
す
る

‘一一

決
定

2 

「
他
人
の
気
持
ち
を
第
一
に
行
動
す
る
」
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3 

信
念
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
自
分
自
身
に
問
い
か
け
て
、

そ
れ
に
対
す
る
答
え
を
書
き
出
し
て
み
る
。

193 

な
ぜ
大
切
に
し
て
い
る
の
か
?

↓
現
在
の
自
己
形
成
に
ど
う
影
響
を
与
え
て
い
る
か

ど
ん
な
経
験
か
ら
実
感
で
き
た
か
?

↓
過
去
の
自
分
の
体
験
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
考
え
る

私
の
考
え
や
行
動
に
ど
う
表
れ
て
い
る
の
か
?

↓
具
体
的
な
場
面
を
挙
げ
て
裏
付
け
る

↓
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
入
れ
て
み
る

↓
未
来
の
自
分
の
理
想
像
・
社
会
人
と
し
て
の
自
己
の
姿

ど
ん
な
点
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
?

今
後
の
自
分
に
ど
う
活
か
し
て
い
き
た
い
か
?

-
段
目

段
落
構
成
を
図
に
し
て
み
る

自
分
の
信
念
と
は

O
Oで
あ
る
。

エ
ピ
ソ
ー
ド

(
2
つ
あ
れ
ば
段
落
を
変
え
る
)

そ
れ
は

O
O
(の
経
験
)
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

4 

2
段
目

3
段
目

高
校
生
活
・
課
外
活
動
・
部
活
動
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
体
験
を
紹
介
し
な
が
ら
、

信
念
の
裏
付
け
と
な
る
行
動
や
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
を
ま
と
め
る
。

今
後
の
自
分
に
ど
う
活
か
す
か
。

そ
の
信
念
が
自
分
に
ど
う
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
か
。
成
長
で
き
た
点
は
何
か
。

(
社
会
人
と
し
て
の
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
)

信
念
を
も
と
に
し
て
ど
ん
な
自
分
が
形
成
で
き
る
か
。



5 

原
稿
用
紙
に
書
き
始
め
る

構
想
メ
モ
は
箇
条
書
き
で
、
な
る
べ
く
具
体
的
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
自
分
の
考
え
の
根
拠
と
な
る
事
柄
を
書
き
連
ね
る
。

細
か
な
表
現
ま
で
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
い

(
構
想
メ
モ
は
下
書
き
と
は
異
な
る
)
。

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
文
章
の
骨
組
み
と
な
る
部
分

な
の
で
、
全
体
構
想
の
8
割
が
固
ま
れ
ば
よ
い
。

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
で
き
た
ら
、

は
じ
め
て
原
稿
用
紙
に
書
き
始
め
る
。

学
生
の
作
文
例
①
(
※
作
文
例
は
、
誤
字
・
句
読
点
の
訂
正
以
外
は
、
原
則
、
原
文
通
り
と
し
た
)

「
私
の
信
念
」

K

・R

私
の
信
念
は
、
自
己
犠
牲
の
精
神
を
持
つ
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
自
分
が
相
手
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

が
高}何
校iよ
時iり
f-l(;~も， ~ 
のt つ
友iれ

合;じ
リプ白

~ 

精~~
一‘

詰iて
カがt 
司弱耳
く、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま
し
た
。
初
め
は
接
し
方

が
わ
か
ら
ず
、
苛
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
感
情
を
抑
え
、
相
手
の
気
持
ち
を
第

一
に
考
え
て

接
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
感
情
を
抑
え
る
こ
と
に
抵
抗
が
無
く
な
り
、
相
手
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
な
ら
ば
、
自

分
に
と
っ
て
多
少
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
で
も
進
ん
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
相
手
が
落
ち
着
い
た
後
、
笑
顔
で
お
礼
を
言
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
経
験
か
ら
、
人
の
た
め
に
は
時
に
我
慢
を
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
今
後
は
、
身
近
な
人
た
ち
に
対
し
て
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
通
し
て
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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講
評

と
の
文
章
は
、
冒
頭
太
字
の
信
念
の
内
容
は
的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
内
容
と
な
っ
て
お
ら

ず、

「自
己
犠
牲
の
精
神
」
と
の
か
か
わ
り
が
薄
い
の
が
欠
点
で
あ
る
。

ま
た
、
結
末
で
は
今
後
の
展
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
普
段
の
生
活
の
ど
の
よ
う
な
場
面
で
具
体
的
に
活
か
し
て
い
く
の
か
が
暖
昧
で
、
漠
然
と
し
て
い
る
。

評
価

主
題

内
"'" 廿

構
成

表
現

B 

6
5占山

C 
+ 

B 

+ 

B 

学
生
の
作
文
例
②

「
私
の
信
念
」

K

-
N
 

私
の
信
念
は
、
常
に
周
囲
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
活
す
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
私
が
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
て
い
る

の
は
周
囲
の
支
え
が
あ
っ
て
の
も
の
だ
か
ら
で
す
。

私
は
、
高
校
生
の
時
に
長
期
入
院
を
経
験
し
ま
し
た
。
治
療
は
簡
単
で
は
な
く
、
辛
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
ん
な

時
で
も
、
家
族
を
始
め
、
友
人
、
看
護
師
の
方
々
、
主
治
医
の
先
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
看
護
師
の
方
々
は
、
朝
晩
付

き
っ
き
り
で
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
忙
し
い
業
務
の
聞
を
縫
っ
て
、
幾
度
も
散
歩
に
連
れ
出
し
て
く
れ
た
乙
と
は
今
で
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
、
私
は
病
気
を
克
服
で
き
、
無
事
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
つ
な
が
り
は
、
社
会
に
出
れ
ば
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
常
に
多
く
の
人
に
固
ま
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中

で
生
活
す
る
に
は
、
周
囲
へ
の
配
慮
や
心
遣
い
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

人
へ
の
感
謝
を
持
ち
続
け
、

よ
い
人
間
関
係
を
築
き
た
い
で
す
。
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講
評

信
念
の
内
容
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
自
己
の
姿
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
て
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

ま
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
内
容
が
具
体
的
で
あ
り
、
書
き
手
の
人
柄
が
伝
わ
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

評
価

構
成

B 

9
0
点

表
現

主
題

内
ーー甘

A 
+ 

A 
+ 

A 

E 

学
生
時
代
に
つ
い
て
述
べ
る

学
生
の
作
文
例
@

課
題

「
学
生
生
活
で
成
長
で
き
た
こ
と
」
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

制
限
時
間
4
5
分
・
字
数
6
0
0
字
1
8
0
0
字

「
学
生
生
活
で
成
長
で
き
た
と
と
」
(

M

・
A

私
は
学
生
生
活
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

私
は
短
期
大
学
に
入
学
し
、
初
め
て
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
試
験
を
受
け
て
も
落
ち
る
こ
と
が
嫌
で
、
あ
ま
り
積
極
的
に

受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
け
る
と
き
も
、
人
に
勧
め
ら
れ
て
受
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
し
ず
つ
受
験
し
て
合
格

す
る
に
つ
れ
て
、
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
嬉
し
く
、
楽
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
か
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
、
得
ら
れ

る
も
の
も
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
資
格
試
験
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
資
格
を
取
得
す
る

そ
の
資
格
の
授
業
を
受
講
し
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
短
期
大
学
入
学
後
、
多
く
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
め
に
、
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こ
の
こ
と
か
ら
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
行
動
し
な
け
れ
ば
、

よ
い
結
果
は
出
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
く
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

ま
た
新
し
い
資
格
を
取
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

よ
り
も
上
級
の
資
格
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
が

一
人
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
、

に
多
く
の
こ
と
を
こ
な
そ
う
と
し
て
も
や
り
切
れ
ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
先
ず
、
自
分
の
役
目
を
一

つ
一
つ
丁
寧
に
こ
な
し
て
か
ら
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
新
し
く
挑
戦
す
る
こ
と
に
も
、
適
当
に
せ
ず
努
力
を
怠

ら
ず
に
、
最
後
ま
で
丁
寧
に
や
り
遂
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

講
評

資
格
の
内
容
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
感
情
的
な
表
現
に
止
ま
っ
て
る
点
が
減
点
材
料
で
あ
る
。
ま
た
、
資
格
習
得
を

通
し
て
積
極
的
に
ど
の
よ
う
な
面
が
成
長
で
き
た
の
か
が
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
自
己

P
R
の
弱
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

評
価

主
題

内
民』

廿

構
成

表
現

B 

6
0
点

C 

C 

B 

学
生
の
作
文
例
④

「
学
生
生
活
で
成
長
で
き
た
こ
と
」

K
-
M
 

私
は
書
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
で
得
た
こ
と
は
、
努
力
す
る
大
切
さ
と
あ
き
ら
め
な
い
精
神
で
す
。
ま
た
、
部
長
と
し
て

部
員
を
ま
と
め
る
責
任
感
や
協
調
性
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

展
覧
会
に
出
品
す
る
作
品
を
書
い
た
時
、
自
分
の
思
う
よ
う
な
表
現
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
顧
問
の
先
生
か

一
度
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ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
改
善
す
べ
き
点
を
試
行
錯
誤
す
る
う
ち
、
結
果
、
展
覧
会
で
入
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
か
ら
、

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
学
び
ま
し
た
。

つ
の
こ
と
に
集
中
し
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
み
、

そ
し
て
、
努
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
と
あ
き
ら
め
な
い
精
神
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
部
活
の
後
片
付
け
で
早
め
に
声
を
か
け
て
片
付
け
を
し
て
い
た
と
き
に
、

顧
問
の
先
生
に
気
が
付
く
と
言
わ
れ
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
部
員
の
皆
も
協
力
し
て
く
れ
て
、

よ
い
雰
囲
気
で
部
活
動
が
行

え
ま
し
た
。
乙
の
体
験
か
ら
、
部
長
と
し
て
の
責
任
感
と
強
調
す
る
大
切
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
体
験
を
活
か
し
て
、
共
同
作
業
の
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
団
結
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
共
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

困
難
な
乙
と
が
あ
っ
て
も
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
や
り
遂
げ
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

人
を
ま
と
め
る
立
場
に
な
っ
た
ら
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
気
の
利
く
行
動
を
取
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
独
り
よ
が
り
に
な

ら
な
い
よ
う
に
周
り
に
目
を
配
り
、

思
い
や
り
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

講
評

部
活
動
を
通
し
て
成
長
で
き
た
点
が

そ
こ
か
ら
、
自
分
が
精
神
的
に
ど
れ
だ

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
具
体
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

け
成
長
で
き
た
の
か
が
的
確
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
自
分
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か
ま
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
書
き
手

の
人
柄
と
個
性
が
よ
く
伝
わ
る
内
容
で
あ
る
。

評
価

主
題

B 
+ 

内
釘』

甘

構
成

表
現

A 
+ 

9
5
点

A 

A 

皿

社
会
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
述
べ
る

ま
た
、
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課
題

「
社
会
人
と
し
て
の
抱
負
」

制
限
時
間
4
5
分
・
字
数
6
0
0
字
1
8
0
0
字

学
生
の
作
文
例
⑤
「
社
会
人
と
し
て
の
抱
負
」
(

U
-
M
 

私
の
社
会
人
と
し
て
の
抱
負
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
乙
と
で
す
。

ま
た
、
学
生
時
代

に
学
び
得
た
知
識
を
最
大
限
に
活
か
し
、
自
ら
の
仕
事
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
社
会
人
と
し
て
の
資
質
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
地
元
の
図
書
館
で
蔵
書
検
索
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
書
架
か
ら
本
を
数
冊
、
ず
つ
取
り
出
し
、

カ
ウ
ン

タ
l
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
認
し
て
、
再
び
書
架
に
戻
す
と
い
う
作
業
で
し
た
。

司
書
の
方
と
私
を
含
め
、
数
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
数
万
冊
の

本
を
三
日
間
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

と
て
も
大
変
で
し
た
。
特
に
気
を
使
っ
た
の
は
、
確
認
し
終
え
た
本
を
戻
す
と
き
で
す
。

確
な
場
所
に
戻
さ
な
け
れ
ば
、
本
の
所
在
地
が
不
明
に
な
り
図
書
館
、
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
利
用
者
に
も
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
か
ら
で

し
た
。

一
見
す
る
と
単
純
な
作
業
で
し
た
が
、

周
囲
と
の
協
力
が
な
け
れ
ば
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
点

検
を
し
て
い
る
と
、
本
来
の
場
所
と
は
異
な
る
分
野
に
紛
れ
た
本
も
見
つ
か
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
短
大
で
学
ん
だ
図
書
館
の
知
識
を
活

か
し
、
自
主
的
に
反
映
さ
せ
て
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

乙
の
経
験
か
ら
私
は
、
自
ら
の
仕
事
は
責
任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
と
、
臨
機
応
変
に
知
識
を
活
か
し
て
い
く
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、

図
書
館
に
限
ら
ず
責
任
あ
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
学
生
生
活
で
得
た
知
識
や
体
験
を
最

大
限
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

正
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講
評

図
書
館
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
を
活
か
し
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
資
質
を
述
べ
た
上
で
、
社
会
人
と
し
て
自
分
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

双
括
式
の
論
述
方
法
が
身
に
つ
い
て
い
る
文
例
で
あ
る
。

ま
た
、

評
価

主
題

内
釘』

廿

構
成

表
現

B 

9
0
点

A 
+ 

A 

A 
+ 

学
生
の
作
文
⑥
「
志
望
動
機
書
」

(
A
・
R
)

私
が
御
社
を
志
望
す
る
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
精
神
的
な
配
慮
に
基
づ
い
て
仕
事
が
で
き
る
葬
祭
と
い
う
業
界
に
携
わ
り

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
二
つ
目
は
、
昔
な
が
ら
の
儀
礼
文
化
だ
け
で
な
く
、
呉
服
を
通
し
て
日
本
の
文
化
を
守
る
御
社
の
姿
勢
に
魅

力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

私
が
中
学
三
年
生
の
こ
と
で
し
た
。
友
人
の
肉
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
私
は
ど
ん
な
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
ん
な

態
度
で
接
す
れ
ば
よ
い
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
よ
り
精
神
面
で
友
人
を
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
悔
し

か
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
先
日
の
説
明
会
の
際
、
社
員
の
方
の
お
話
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

様
の
気
持
ち
の
整
理
が
つ
く
よ
う
に
と
、
時
間
を
空
け
て
改
め
て
訪
問
し
直
す
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
事
務
的
な
仕
事

で
は
な
く
、
精
神
的
な
配
慮
に
努
め
て
い
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
、
自
分
も
そ
ん
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。ま

た
、
私
は
以
前
か
ら
日
本
の
伝
統
文
化
に
興
味
が
あ
り
、
短
大
で
は
津
軽
三
味
線
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
年
々
、
伝
統
文
化
の
継

お
客
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な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

承
者
が
減
少
し
て
い
く
な
か
、
伝
統
儀
礼
だ
け
で
な
く
呉
服
を
減
点
と
す
る
御
社
で
な
ら
、
伝
統
文
化
に
直
接
関
わ
っ
て
い
け
る
の
で
は

そ
れ
が
志
望
理
由
で
す
。

御
社
で
何
が
で
き
る
の
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

図
書
館
司
書
実
習
や
部
活
動
で
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

活
か
せ
る
よ
う
に
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
中
学
生
の
時
に
感
じ
た
あ
の
悔
し
さ
を
パ
ネ
に
、

地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
評

志
望
す
る
業
界
の
業
務
内
容
を
ふ
ま
え
、

入
社
後
の
自
分
の
職
務
内
容
に
具
体
性
が
な
い
点
は
減
点

そ
こ
に
自
分
の
適
正
を
求
め
よ
う
と
す
る
方
向
性
が
見
え
る
。
実
体
験
を
も
と
に
し
て

材
料
で
あ
る
。

業
界
に
な
ぜ
関
心
を
抱
い
た
の
か
が
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

評
価

主
題

A 

以
上

「
日
本
語
表
現
」

例
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
は

内
ι』

廿

構
成

表
現

B 

8
5
点

A 
+ 

B 
+ 

の
講
座
に
お
い
て
指
導
し
た
作
文
の
添
削
例
を
示
し
て
み
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
指
導
実
践
例
は
授
業
の
中
の
一

「
日
本
語
表
現
」

エ
ン
ト
リ
ー
シ

l
ト
の
自
己
表
現

方
法
・
新
聞
の
活
用
法
な
ど
を
採
り
あ
げ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
文
章
表
現
の
方
法
を
考
え
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

の
レ
ベ
ル
別
授
業
に
対
応
し
た
指
導
方
法
や
、
履
歴
書
、

注
記

論
文
中
の
数
字
は
、
便
宜
上
、
算
用
数
字
を
用
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
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